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筆者がリーダーをつとめる国立国語研究所共同研究プロジェクト共同利用型共同研究
(A)「現代漢字における異体字の諸相」(メンバー: 上地宏一・守岡知彦、コーディネータ:
高田智和)では、日本の常用漢字字体と、中国の通用規範字体との間の差が、どのように
生じてきたのかを探っている。字体差の中でも、ISO/IEC 10646 (UCS)では包摂される程
度の差にもかかわらず、明らかな字体差が存在する漢字に焦点をあてている。
研究の一環として、われわれは、国立国語研究所研究資料室収蔵資料 fo0065「漢字の
字体に関する基礎的研究: 中国の文字改革」[1]を開けてみた。新聞の切り抜きが資料の大
半を占めていたが、中に手書きの異体字カード数百枚が入っていた。どうも、村尾力が
「中国の文字改革に関する調査」[2][3]に際し、『學文化字典』の異体字を集めたもののよう
だ。ただし、村尾は 1961年 9月 20日に死去しており、作業が途中で途切れているよう
だった。
村尾のアプローチは、われわれと逆方向ではあるものの、われわれに近い問題意識を
持っているように見える。とりあえず村尾の遺志を継いで『學文化字典』の異体字一覧
を作ってみることにした。ただ、さすがに今さら異体字カードを手書きするのは大変な
ので、『學文化字典』(北京師範大學出版部、1952年 6月 20日)の全ページ画像から、異
体字に関する部分を切り出すことにした。

『學文化字典』異体字一覧
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[2]村尾力: 中国の文字改革に関する調査,国立国語研究所年報, No.10 (1960年 2月), pp.186-193.
[3]村尾力: 中国の文字改革に関する調査,国立国語研究所年報, No.11 (1960年 10月), pp.166-171.
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考察
上で示した『學文化字典』の異体字 1437字と、それらの親字について、ざっと考察を
加えた。結論から言えば『學文化字典』の異体字と言えど、特殊な異体字がそうたくさ
んあるわけではない。筆者の眼にとまった異体字を、画数・UCSを添えて以下に挙げる。

•「 」(九画・U+2D65B)が「廣」(十四画・
U+5EE3)の異体字として示されている。
ただし「廣」(十五画・U+5EE3)ではない。

•「 」(五画・U+2D367)と「孃」(二十画・
U+5B43)が「娘」(十画・U+5A18)の異体
字として示されている。

•「圤」(五画・U+5724)が「塊」(十三画・
U+584A)の異体字として示されている。



•「 」(七画・U+9630)と「堦」(十二画・
U+5826)が「階」(十二画・U+968E)の異
体字として示されている。

•「 」(九画・U+79D0)が「種」(十四画・
U+7A2E)の異体字として示されている。

•「 」(十二画・U+63BF)が「 」(十三画・
U+6426)の異体字として示されており、
印刷上は「搦」(十三画・U+6426)と同一
視されている。

•「 」(八画・U+62CE)が「 」(十四画・
U+9818)の異体字として示されており、
印刷上は「領」(十四画・U+9818)と同一
視されている。



•「 」(五画・UCSなし)と「 」(五画・
U+39C5)と「 」(五画・U+5BFC)が「導」
(十六画・U+5C0E)の異体字として示され
ている。

•「 」(六画・UCSなし)と「 」(六画・
U+4F17) と「眾」(十一画・U+773E) が
「衆」(十二画・U+8846)の異体字として
示されている。

•「 」(八画・U+76F4)に異体字は示されて
いないが、印刷上は「直」(八画・U+76F4)
と同一視されている。

なお、「 」と「直」のような「異体字だと明記されていない例」まで視野に入れてし
まうと、もう少し作業が必要だと考えられる。当日の発表に期待されたい。


